
アンモン，
ラモーナイ王

お う

の父
ち ち

に会
あ

う
だい24しょう

ラモーナイ王
おう

は，アンモンを自分
じ ぶ ん

の父
ちち

に引
ひ

き合
あ

わせたいと思
おも

い

ました。しかし，主
しゅ

はアンモンに言
い

われました。「行
い

っては

いけません。ラモーナイの父
ちち

は，あなたをころそうとするでしょう。」

（アルマ20：1－2）

それでラモーナイ王
おう

は，アンモンとろうやにいる兄弟
きょうだい

のことを話
はな

しました。すると，父
ちち

王
おう

はおこってラモーナイに，言
い

いました。

「アンモンをころせ，ミドーナイの地
ち

へ行
い

ってはならない。」（アル

マ20：11－14）

しかしラモーナイは言
い

いました。「わたしはけっしてアンモンを

ころしません。二人
ふ た り

でアロンをたすけに行
い

きます。」父
ちち

王
おう

はこれを

聞
き

いてますますはらを立
た

て，刀
かたな

をぬいて，ラモーナイ王
おう

をころそう

としました。（アルマ20：15－16）

たびのとちゅうで，二人
ふ た り

は，ラモーナイの父
ちち

であるぜんこくの王
おう

に出会
で あ

いました。「おまえはうそつきのニーファイ人
じん

とどこへ行
い

く

のだ。」父王
ちちおう

は，ラモーナイに聞
き

きました。（アルマ20：8，10）

「かわりにミドーナイの地
ち

へ行
い

きなさい。兄弟
きょうだい

のアロンはそこで

ろうやに入
い

れられています」と主
しゅ

はアンモンにおっしゃいました。

ラモーナイ王
おう

は，アンモンといっしょに行
い

くことにしました。（ア

ルマ20：2－4）
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アンモンはラモーナイをまもろうとして，その前
まえ

に立
た

ちふさがり

ました。すると父
ちち

王
おう

はアンモンに切
き

りかかってきました。しかしア

ンモンははんたいに，父
ちち

王
おう

のうでを強
つよ

くうちました。（アルマ20：

17，20）

ラモーナイの父
ちち

は，アンモンにころされるかもしれないと思
おも

って

言
い

いました。「いのちをたすけてくれるなら，たとえ国
くに

の半分
はんぶん

でも

おまえにやろう。」（アルマ20：21，23）

そこでアンモンは父
ちち

王
おう

に言
い

いました。「アロンとそのどうりょう

をろうやから出
だ

してあげたいのです。それから，ラモーナイ王
おう

が国
くに

をおさめるようにしてください。」（アルマ20：22，24）

父
ちち

王
おう

は，アンモンが自分
じ ぶ ん

をころす気
き

のないことを知
し

り，またラモ

ーナイ王
おう

をふかくあいしていることにおどろきました。そして，ア

ンモンにふくいんを教
おし

えてくれるように言
い

いました。（アルマ20：

26－27）

そこでアンモンとラモーナイ王
おう

は，ミドーナイの地
ち

へむかいまし

た。ラモーナイ王
おう

がミドーナイの王
おう

と話
はな

し合
あ

ったけっか，アロンた

ちはついにじゆうのみになりました。（アルマ20：28）

アンモンは，兄弟
きょうだい

たちがひどいあつかいをうけたことを知
し

って，

とてもかなしく思
おも

いました。兄弟
きょうだい

たちはたくさんのくるしい目
め

にあ

いましたが，そのくるしみにたえたのです。（アルマ20：29）




